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2024年9月20日(金) 師崎 カワハギ・カットウフグ 七福丸 ツレと

中潮：旧8/18 満潮07:04(213㎝) 干潮13:06（58㎝) 神島

私 カワハギ 8尾 ウマヅラハギ 1尾

ツレ カワハギ 8尾

ヒガンフグ・ショウサイフグ 二人で12尾

師崎の南側で流し釣り

3時25分 出発 → コンビニ・高速

4時45分 現着 5時30分までに受付をする。

5時50分 乗船終了

6時00分 出船

6時00分 師崎前で実釣開始

7時04分 満潮(213㎝：神島)

13時00分 納竿 沖上がり

13時06分 干潮（58㎝：神島）

【料金】 乗り合い 9,000円 氷付き

サービス：アサリのエサか、仕掛けかを選択する。

今日は二人ともアサリを選んだ。

船上でアサリ2個を追加購入 500円×2

根掛かりするということでおもり30号を2個購入

100円×2

カットウ用アオヤギ 800円

釣り座は、受付を終えた人が空いているところで好きなとこ

ろへ入るという方式である。つまり、早いもの順である。

→ カワハギ用の餌は二人で4～5個必要だ。4個準備してお

き、足らないようなら船上で買う。

→ これからはカットウをしないつもりである。

【仕掛け】

カワハギ 市販仕掛け

ダイワ 快適カワハギ3本仕掛けSS+Swivel

おもり30号 根掛かりで1個なくす

カットウ 前回準備したものを持参した。

ヤマワ産業 トライシンカーWアーム 完全仕掛

（根掛かりでなくした）

ヤマワ産業 替えバリ カットウシステム ハリス付き

氷を砕くアイスピック

※根掛かりがある。フグがハリスを切っていく。

→ カワハギ仕掛けはハリスが交換できるものを一人2～3個準備しておくべき。

ハリス付きの替えバリ：一人3本は必要 おもり30号：二人で5個必要

【その他】

○アサリを締める液と締めるときのための容器。専用の餌箱。

釣りを楽しむ
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○アサリを締める液はとても有効だった。

【竿とリール】

自分用： 竿 PROX製 カワハギゲーム エアーK 全長1.8m 錘負荷15～35号

リール ダイワ PR100 左巻き PEライン08号

ツレ用： 竿 自分用と同じ

リール 以前購入したタイ用リール 手巻き 水深カウンター付き PEライン1.0号

【様子】

○天気予報を見て3日前に予約した。天気は晴れ、風はなし。とても暑い一日だった。

○客は8名。

○揺れにくく、日陰になるところと考え、右舷胴に入った。しかし、釣り場が予想外だったため、終日、日

が当たった。暑かった。

○出船時刻の1時間30分前に酔い止めを飲んでおいた。酔うことはなかった。

○5時50分、港から出て、6時00分に釣り船が一斉に目的地のポイントにスタート。ところが、出発待機場

所で「始めてください」とアナウンスがあった。

○その後、移動。少し南に下がった。

○しばらくして1尾ヒット。しかし、釣れない。

○カットウを試した。すぐに根掛かりしてロスト。

○根掛かりで、仕掛けをロスト。

○前半、自分はカワハギ2枚、ツレは4枚。フグは二人で数尾。

○残り90分で当たり出した。自分はカワハギ6枚、ウマヅラハギ1枚を釣った。ツレは4枚だった。

○フグが鈎に掛かると、ハリスを切っていくことがあった。

【カワハギの釣り方】

カワハギは、エサを追いかけて上がっては来るが、底べったりにいるということを念頭に置く。

①竿先を小さく揺する。オモリで底を小突く、また、底から少し上げてフワフワ揺らす。

②次に、オモリを底から上げて待つ、または、ゆっくり聞き上げる。

③当たりがなければ、竿を大きく振り上げてアピールする。

※根掛かりが頻繁にあることから、少しでも違和感があれば、直ちに仕掛けを上げる。

＜以前の記録から：上手な人の釣り方＞

おもりを底から少し上げ、おもりをフワフワさせることをイメージして竿先を動かす。

しばらくしたら、フワフワさせながら、ゆっくり竿先を上げていく。

上まで上がったら、フワフワさせながら下げていく。

または、すーっと竿先を上げ、フワフワさせながら下げていく。

→ 今回、この釣り方を試したが当たらなかった。待つことを入れなかったのでだめだったのだろうか。

→ 今日は前述のように、誘って待つ。待っているときに当たるという感じだった。

【仕掛けについて】

○根掛かりやフグにより、鈎がなくなったとしても、常に3本仕掛けで臨むのがよい。

○カワハギが餌を上手に取っていく。3本のうち2本が取られたとしても、その間に小さな当たりをとらえ、

じらして聞き上げるなど誘い直して釣るということが考えられるからである。

【次回に向けて】
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○竿とリール：今回同様、カワハギ用竿とカワハギ用リール、カワハギ用竿とタイ用手巻きリール

○仕掛け：ハリスが交換できる仕掛け1本と、ハリス付きの替えバリ3本をセットにして、4組準備。

○おもり30号 二人で5個

○カワハギ用の餌（アサリ）を4個準備する。足らないようなら船上で買う。

○釣り方の基本は、底で誘って待つ。待っているときに当たりがある。

○小さな当たりがあって鈎掛かりしないときは、小さく揺らしたり、じらして聞き上げたりする。

○根掛かりが頻繁にあることから、少しでも違和感があれば、直ちに仕掛けを上げる。

釣りを楽しむ
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